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我々は，2019年10月に日本老化制御医学会を創設した．本学会の主な活
動基本４項目としては，①突然死の防止，②認知症の防止，③腎臓病
（CKD）の防止，④ガン発症防止である．その他として，⑤パーキンソ
ン病等の脳疾患予防対策，⑥老人性鬱病・不安神経症等の精神疾患予防対
策，⑦サルコペニア・フレイル・アンチエイジング等の未病予防対策も含
まれる．これらを目標に全国の主な中核拠点に老化制御外来を設置し，
『老化ストップ！（ストップ・ザ・老化！）』をスローガンに健康寿命延
伸（健康長寿）を進展させる意図がある．ところが，未曾有のコロナ禍
（COVID-19）が2020年初頭から勃発し，現在も感染者急増の状況に置か
れている．特に，高齢層（老齢者）においては，若年層に比較して重症化
リスクが高いと報告されている．この様な状況下では，誰しも老化を可及
的回避したいと考えていると推察される．
一般に老化による身体機能低下は，①NAD＋の急激な減少，②CD38
（老化促進物質）の急激な増加が原因と報告されている．既述のNMNは，
投与後直ちに体内でNAD＋に変換され，上述の2つの原因に対して迅速且
つ有効に作動し，急速に低下したミトコンドリア機能を改善させるとも報
告されている．その他，NMNは脳虚血におけるtPA誘発性出血性形質転
換を改善する（マウス），NMNはアルツハイマー病モデルラットにおい
て認知症を改善でき得る（ラット），老齢マウスにおける眼の機能・骨密
度・骨髄性リンパ球組成を改善する（マウス）等の報告が有り，NMNが
種々老化関連の病態生理学的変化に対して有意な抗老化作用を有する結果
の反映と考えられる．

そこで今回我々は老化制御外来設立の予備的検討として，医療用高純度
NMN製（Rejugene：レジュジン）を内服投与中のモニター未病受検者と
非投与の未病受検者の長寿遺伝子（Sirt1）活性度とを比較検討し，示唆
に富む結果を得たので報告する．一方，本学会主導型観察研究の取組みの
一環として，NMNを3ヶ月内服投与した2症例に関して，老化制御に関連
する種々バイオマーカーを測定し，QOLに関するアンケート調査を実施し，
示唆に富む結果を得たので報告する．今後は症例を更に集積し，確固たる
EBMを構築したいと考えている．視聴者の皆様のご支援・ご協力の程，
何卒宜しくお願い申し上げます．
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